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高知信用金庫（理事長 山﨑久留美）は、金融システムの心臓部ともいえるホストコンピュー

タの安全性・信頼性を南海大地震などシビアアクシデントに耐え得る水準とするため、県民のお

取引や情報を守る安全安心なインフラ整備を、３２年にわたり継続してきました。 

この度、その 終段階であるメインフレームを新システムに刷新し､春野第一センター内「メ

インタワー」「バックアップタワー」に設置した２つのデータセンターに、それぞれ単独で運用

可能なホットスタンバイ・二重化構成のホストコンピュータメインフレーム環境を構築すると共

に、両センターのいずれかを現用系に切り替えて相互運用できるよう開発した『メインフレーム 

２系統システム』を完成させ、システム移行・系統切替にも成功し、この８月から本格稼動いた

しました。 

これにより、完全二重化構成データセンターの構築が完了し、大規模災害時においても県民の

地域インフラとして貢献できる業務継続体制が整いました。 

当金庫は今後とも、データセンター 高水準「ティア４」レベルの安全性の実現を目指すと共に、

役職員が一丸となって、安心・安全で高品質な金融サービスを県民の皆様に提供して参ります。 

以 上 

大規模災害を想定したメインフレーム２系統システムの本格稼動と完全二重化構成

データセンターの構築完了について 




